
【別紙１】  

 

漏水調査技術認定試験の受験及び認定に関する各種要件等について 

 

漏水調査技術認定とは、漏水調査に従事する業者の従業員について、ある一定の技能

を有するものを有資格者として認定し、この有資格者が所属する業者を漏水調査業務委

託の競争入札に指名するなど、漏水調査技術の向上と効率的な漏水調査を行うための制

度であり、下記にその要件等を定めるものとする。 

 

記 

    

  受験に関すること 

１ 受験資格 

    北九州市指定給水装置工事事業者で以下の北九州市登録有資格者に登録もしくは登

録見込みである業者に在籍する従業員を対象とする。 
 

   （北九州市登録有資格者） 

    【大分類】サービス 【小分類】調査・研究・その他 【取扱品目】漏水調査 

 

２ 受験人数 

  １回の試験につき、各社３名までとする。 

 

３ 合格判定 

  筆記試験（１００点）の得点が６０点以上、かつ、実技試験（１００点）の得点が   

６０点以上で、筆記試験の得点と実技試験の得点およびレポート（２０点）の得点の総

合計が１５０点以上のものを合格とする。 

 

認定に関すること 

１ 認定資格 

（１）認定技術者資格 

① 本市の漏水調査技術認定試験に合格したものを認定技術者とする。 

② 認定試験に代わる資格として、漏水調査団体及び漏水機器メーカー等の技術認定

試験等に合格した者で、その証明書等により認定技術者とする。（精査あり） 

 

（２）認定業者資格 

  認定技術者の資格を有するものが 2 名以上在籍する業者を認定業者とする。 

 

２ 欠格条項 

  認定技術者の在籍数が 2 名に満たなくなった場合は、認定業者資格を失うものとする。 

 

  ３ 認定資格登録 

    上記１-（１）-①・②の者は、認定資格の登録を行うが、登録の際に、その業者に

在籍していることを証明する書類（健康保険証の写し、在職証明等）を提出すること。 


